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修士論文要旨
成人における身体活動・運動実践の決定因研究
一沖縄県内の地域差に注目してT
Determinants　ofPhysica1Activity　amongAdu1ts　in　Okimwa
神谷　義人（Yoshito　Kamiya）指導：竹中　晃二教授
【はじめに】
　沖縄県は、これまで長寿地域として国内外に知られてき
たが、近年、健康状況が急激に悪化している。特に、働き
盛りの男性における健康状態の悪化は深刻である。また、
肥満者の割合も全国平均より20％程度高い（沖縄県、2002）。
定期的な身体活動や運動は、健康に多大な恩恵をもたらす
ことが認められていることから、沖縄県において、身体活
動の増強を目的とした取り組みが必要とされている。本研
究では、沖縄県成人における身体活動増強を目的とした介
入プログラムの開発に向けて、ライフスタイルおよびレ
ジャータイム身体活動の実践に影響を及ぼす要因について
検討することを目的とした。
【研究1】
目的1研究Iの目的は、量的調査によって、都市部地域
（那覇市）と農村地域（今帰仁村）の成人における身体活
動・運動実践の決定因、およびその地域差を検討すること
である。方法：対象者は、那覇市および今帰仁村に在住す
る一般成人620名（那覇市331名、今帰仁村289名）であった。
調査内容は、1）フェイスシート（性別、年齢、BM1）、2）
ライフスタイル身体活動、3）レジャータイム身体活動、
4）セルフエフィカシー、5）ソーシャルサポート、およ
び6）自宅周辺運動環境の認知について質問した。分析方
法は、1）ライフスタイル身体活動、2）レジャータイム
身体活動を従属変数、セルフエフィカシー、ソーシャルサ
ポート、自宅周辺運動環境の認知、人口統計学的要因（調
整変数）を独立変数としたロジスティック回帰分析を、性
別および地域別に行った。結果と考察：ライフスタイル身
体活動に影響を及ぼす要因について検討を行った結果、都
市部の女性において、自宅周辺運動環境の認知がライフス
タイル身体活動の実践に正の影響を及ぼしていた（オッズ
比・1．15，p＜．01）。都市部女性にとって、運動を行うための
環境が身近に存在することが、日常生活の身体活動を健進
させる可能性が示唆された。レジャータイム身体活動の実
践に影響を及ぼす要因を検討したところ、都市部地域の男
女において、自宅周辺の運動環境が運動実践に影響を及ぼ
していた。しかしながら、男女によって、影響の方向性は
異なっていた。女性にとって、自宅周辺の運動環境が運動
の実践を促進させていた（オッズ比・1．l1，p〈．05）のに対
して、男性においてはバリアとして働いていた（オッズ比
・0．88，p＜・05）。一方、農村地域の男女において、環境要因
の運動実践への影響は確認されなかった。研究Iより、1）
ライフスタイル身体活動、2）レジャータイム身体活動の決
定因は、居住地域、性別によって異なることが示唆された。
【研究11】
　目的：研究1Iの目的は、質的調査によって、都市部地域（那
覇市）、農村地域（今帰仁村）、および離島地域（竹富町）
の成人における身体活動・運動実践のバリアについて、地
域差を検討することである。方法1各地域における健康関
連職従事者（保健師および栄養士）に、以下のことについ
てフォーカスグループインタビューを行った。調査内容は、
それぞれの地域住民における、1）ライフスタイル身体活
動を妨げるバリア、2）レジャータイム身体活動を妨げる
バリアについて、調査を行った。結果と考察1ライフスタ
イル身体活動を妨げるバリアとして3つの地域に共通して、
個人的要因である「健康意識の希薄さ」、「経済的困窮」、杜
会的要因である「車杜会」、および環境的要因である「暑
さ」であった。地域特有のバリアとして、都市部地域にお
ける「時問不足」（個人的要因）、農村地域における「アク
セシビリティーの低さ」（環境的要因）、また離島地域にお
ける「安全性の低さ」（環境的要因）などが特徴的であった。
レジャータイム身体活動を妨げるバリアに関して、個人的
要因である「健康意識の希薄さ」、「経済的困窮」、および社
会的要因である「ソーシャルサポートの欠如」が共通した
バリアであった。地域特有のバリアとして、都市部地域に
おける「時間不足」（個人的要因）、農村地域における「施
設へのアクセス」（環境的要因）、また、離島地域における「活
動選択の少なさ」（杜会的要因）、「運動施設の不足」（環境
的要因）などが特徴的であった。研究1Iより、1）ライフ
スタイル身体活動、2）レジャータイム身体活動を妨げる
バリアは、居住地域によって異なることが明らかにされた。
【まとめ】
　本研究の結果から、身体活動・運動の決定因は、居住地
域や性別によって異なることが明らかになった。沖縄県に
おいて身体活動増強介入を行う際に、居住地域や性別に
よって介入方略を使い分ける必要性や具体的な介入方略の
内容が示唆された。
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